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① 高さを重層的に使う → 三重構造の床 
② 人間関係の歪みを見せる → すべて湾曲した床 
③ 全体的に鹿鳴館の香りを残す → 鹿鳴館に実際にあったものをデザイン素材とする
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図 3 鹿鳴館にあった鏡 筆者撮影 










































































































図 8 『思い出を売る男』の装置 
3-4 事例④坊ちゃん劇場『正岡子規』(2010 年初演) 
 これは、正岡子規の人生をミュージカルにしたもの（脚本・演出：ジェームズ三木）
で、四国の愛媛県東温市にある坊ちゃん劇場で一年間のロングラン公演を行った。人


































































図 11 『南十字星』 水面と装置 
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図 12 十三階段 
－ 42 －














図 12 十三階段 
当初、私の舞台美術イメージは、扇型の劇場全部をゴミで埋めつくすという構想を
持っていた。客席、舞台、すべてをゴミで囲み、猫たちの住む世界である都会のゴミ捨





























(2017 年 11 月 25 日、生活美学研究所第 3回定例研究会における講演に基づく) 
コーディネーター 武庫川女子大学生活環境学部教授 森 田 雅 子 
指定討論者コメント 
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絵本作家 ありま 三なこ 
今回の研究会で、絵本も舞台美術も同じ「アート」というくくりであることを強く感
じた。テーマをもとに、自分なりの解釈でどこをどう表現するのか、土屋さんの着眼点
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